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令和３年１月の中教審答申では、2020年代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿とし

て「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実が示された。背景には、近年における子ども

の多様性の量的・質的な拡大がある。そのため、一人一人に応じた学習（指導の個別化）や、児童生徒

自身が自分に合った学習を進めていく（学習の個性化）という、双方からなる個別最適な学びの充実

が、より一層求められている。 

学習指導要領「総則」には、「児童が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動

を、計画的に取り入れるように工夫すること」とある。その解説編では、「主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善を進めるに当たって、特に主体的な学びとの関係からは、児童が学ぶことに

興味や関心をもつことや、見通しをもって粘り強く取り組むこと、自己の学習活動を振り返って次に

繋げることなどが重要になる」と、述べられている。 

特別支援学級担当者会にて、特別支援学級の教師 494 名に「見通し」についてのアンケートを実施

した。「行動の見通し（活動の仕方、手順、スケジュールやタイムラインを提示）」を提示することにつ

いては、現在多くの学校で実践がなされていることが分かった。しかし、「学習が終わったあとには「何

が得られるか」を提示したり、説明をしたりしているか」という質問においての回答のパーセントは

行動の見通しに比較すると下がっており、「学習の見通し」を児童生徒に提供することについては、不

十分だと考えられる。 

以上のことから、本研究会議では「児童生徒が、単元目標に応じて個人の目標設定と振り返りをす

ることにより、学習の見通しをもって主体的に学ぶことができる」という仮説を立てた。そして、その

研究仮説に迫るために３つの方策を立てた。「１：振り返りシートの工夫（振り返りから目標設定の仕

方にバリエーションをつける）」、「２：目標を意識する支援の工夫（言葉かけ・視覚化・共有化）」、「３：

動機付けの工夫（効果的な目標設定と振り返りをするために）」である。 

検証授業においては、市内小学校支援学級、中学校支援学級の児童生徒が目標をどのように設定し、

また設定した目標に対し主体的に学習したのかを追った。児童生徒の姿や取り組んだワークシートや

振り返りシート、児童生徒へのアンケートやインタビューを用 て分析、検証した結果、児童生徒一

人一人が自分で選択したり、考えたりして決めた目標を意識し、主体的に取り組む姿が見られた。ま

た、目標設定と振り返りによって児童生徒自身から動機付けが行われるという可能性が見えてきた。 

要   約 

1 川崎市立中学校教諭（長期研究員）     2 川崎市立小学校教諭（研究員） 

3 川崎市立中学校教諭（研究員）       4 川崎市立特別支援学校教諭（研究員） 
※児童生徒の個人情報保護のため、学校名を記載しておりません。 



 

- 54 - 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

１ はじめに 

（１）『個別最適な学び』と『協働的な学び』の 

一体的な充実に向けて 

令和３年１月の中央教育審議会答申では、2020年代

を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿と

して「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的

な充実が示された1（図１）。背景には、近年における

子どもの多様性の量的・質的な拡大がある。児童生徒

の多様化の現状として、特別な支援を必要としている子どもの増加がある。そのため、一人一人に応じ

た学習（指導の個別化）や、児童生徒自身が自分に合った学習を進めていく（学習の個性化）という、

双方からなる個別最適な学びの充実がより一層、求められている。 

令和３年３月に文部科学省から示された「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働

的な学びの一体的な充実に関する参考資料（以下、「参考資料」とする）」には、「児童生徒が学習の目標

や教材について理解し、計画を立て、見通しをもって学習し、その過程や達成状況を評価して次につな

げるなど、学習の進め方を自己調整していくことができるよう、発達の段階に配慮しながら指導するこ

とが大切」2と、示している。増田（2022）は、「『個別最適な学び』自体の『目的化』を防ぐためのキー

ワードが、『自己調整』だ。子どもが自分自身の学習を「自己調整」しながら学びを進めることができる

ようになることを目的にするとよい」3と、述べている。 

浅野ら（2025）は、「参考資料」に示されている学習過程に OECDの Education2030 に示される AARサ

イクル4 を繰り返すことで、個別最適な学びを実現することができる5と考えた。実践では「AARの一枚」

を作成し小・中学校特別支援学級で、児童生徒が自己調整をして学ぶ姿を求め検証授業を行った。児童

生徒が単元目標を常に意識して学習を進める様子が見られたものの、小集団における検証が十分とはい

えず、本市の小・中学校特別支援学級の個別最適な学びの在り方をあきらかにするには実践が不足して

いた。これらのことから、引き続き実践検証が必要だと考えた。 

 

２ 本市の現状と課題 

（１） 対応すべき主な教育課題 

全国的に特別な支援を必要とする児童生徒が増加している。川崎市も同様に、「かわさき教育プラン」

第１期実施計画期間（平成 17年度～平成 26年度）から引き続き特別支援学校や小・中学校の特別支援

学級に在籍する児童生徒は増加し続けており、今後もその傾向は続いていくと予測されている（図２）。 

 
1 中央教育審議会『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学 

びと，協働的な学びの実現～（答申）」2021 年 
2 文部科学省「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料」 

2021 年 p.20 
3 増田謙太郎『学びのユニバーサルデザイン UDL と個別最適な学び』明治図書 2022年 pp.82－83   
4 OECD が提唱する学習プロセスで、Anticipation（見通し）- Action（行動）- Reflection（振り返り）の 3 段階を 

繰り返すことで、変化の激しい時代に必要な「自己調整能力」や「コンピテンシー（資質・能力）」を育む考え方 
5 浅野英介「特別支援学級における児童生徒の自己調整する姿を求めて―「AAR の一枚」の活用と自立活動―」 

令和 6 年度研究紀要第 37 号 川崎市総合教育センター pp.53-72 

図１「個別適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

（イメージ）（文部科学省 2021 の図より） 
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「AARの一枚」を作成（図３）

し、授業実践を行った。 

「AARの一枚」を活用する

ことで、その時間に達成でき

なかった目標を次時の枠に

書き込むなど、児童生徒が単

元や題材のまとまりを意識

して授業をとらえる姿が見

られた。また教師も AARサイ

クルを意識することで単元

目標に向かう支援ができた

としている。 
 

 
 

 

 

（２）見通しについて 

学習指導要領解説総則編では、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めるに当たっ

て、特に主体的な学びとの関係からは、児童が学ぶことに興味や関心をもつことや、見通しをもって粘

り強く取り組むこと、自己の学習活動を振り返って次に繋げることなどが重要になる」9と、述べている。 

太田（2012）は「子どもにおいては，授業の初めに『見通し』を立てることが『振り返り』につなが

り，『学習内容の確実な定着』に結び付くことから，『見通し－学習－振り返り』という学習過程が重要

になる」10と述べている。また、「授業展開のまとめ（振り返り）の時間について「『振り返り』の時間を

充実させることは、その日の学習をよりよきものに変え、次時への意欲を生み出すことになる」10 と言

及し、「見通し」と「振り返り（まとめ）」の効果を説いている。 

池田ら（2022）は、中央教育審議会（2016）の、「学習評価において教師が指導の改善を図るとともに、

児童生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるためにも重要である」11を引用

し、「児童生徒自身による学習評価の充実が提起された」と述べている。また「この提起を授業者側の視

点で捉えると、児童生徒に何が身に付いたかを明確にしながら、児童生徒自身が主体的に次の学び 

や生活に生かすことのできる目標設定と振り返りの在り方を検討し、その充実に向けた授業改善が求め

られていると言える」12と目標設定と振り返りについて整理している。 

これらのことから、本研究においても、見通しと目標設定・振り返りに着目した活動を取り入れるこ

ととした。 

 

 
9  文部科学省「学習指導要領解説 総則編」第 1 章「教育課程の編成及び実施」 
10 太田正己『知的障害教育の授業展開 「まとめ」をきちんとすれば授業の効果が上がる学習活動「見直し・振り返

り」と評価』ジアース教育新社  2012 年 p.27,p.42 
11 中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改 善及び必要な方策等

について（答申）」 2016 年 
12 池田和馬ら「知的障害特別支援学校における「振り返り」に焦点を当てた授業改善－共通実践事項の設定とその実状

況の評価を通して－」秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要 第 44 号 2022 年 

図３ AAR の一枚（浅野 2025） 
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（４）「学習の見通し」と「個別最適な学び」の関係：学習の見通し×個別最適な学び 

「学習の見通し」と「個別最適な学

び」との関係について調査した。 

クロス集計をした結果（表３）、「子

どもたちに『学習の見通し』をもたせ

るような工夫をしていますか」の質問

において、「あてはまる/ややあてはま

る」と回答した教師は、「あなたは『個

別最適な学び』を、子どもたち一人一

人に実践できていますか」の質問にお

いて「あてはまる/ややあてはまる」

の回答が多かった。このことから、教

師が児童生徒に学習の見通しをもた

せることが、個別最適な学びにつながると考えられる。 

 

４ 研究主題の設定  

本研究では、児童生徒が単元目標に応じて自ら目標設定をし、振り返りをすることにより、学習の見

通しをもって主体的に学ぶことができるという研究仮説を立てた。小学校・中学校特別支援学級の集団

の中で、個の力を伸ばす指導について検討していく必要があると考えた。以上のことから、研究主題を

次のように設定した。 

Ⅱ 研究の内容 

１ 研究の対象 

本研究会議では、研究員所属の市内小・中学校特別支援学級に在籍する児童生徒を対象とした。今回

の研究では、集団における個別最適な学びを実現する授業づくりを研究するため、集団（小集団）での

授業を行っているクラスでの児童生徒の変容を見ていく。 
 

２ 研究の方法 

（１）研究の方策 

検証授業を 10月末から一単元の授業で行った。また、その際に研究仮説に迫るため、【方策①】【方策

②】【方策③】を実践することにした。 

① 振り返りシートの工夫（振り返りから目標設定の仕方にバリエーションをつける）：【方策①】 

特別支援学校学習指導要領解説（2018）には、「児童生徒が自主的に学ぶ態度を育み、学習意欲の向上

に資する観点から、各教科等の指導に当たり、児童生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り

返ったりする活動を計画的に取り入れるように工夫する」13こととある。 

 
13 特別支援学校学習指導要領解説（2018） 

特別支援学級の児童生徒が 

自ら目標を設定し、主体的に取り組む授業づくり 

― 学習の見通しをもつ活動を通して ― 

表３ クロス集計 「学習の見通し×個別最適な学び」 

パーセンテージについては、学習の見通しについての回答の中での割合を示す。 

あてはまる
やや

あてはまる
ややあて

はまらない
あてはまら

ない
合計

14 57 8 1 80
17.5% 71.3% 10.0% 1.3% 100.0%

13 242 48 2 305
4.3% 79.3% 15.7% 0.7% 100.0%

1 72 26 7 106
0.9% 67.9% 24.5% 6.6% 100.0%

0 1 1 1 3
0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 100.0%

合計 28 372 83 11 494
割合 5.7% 75.3% 16.8% 2.2% 100.0%

学
習
の
見
通
し

個別最適な学び

あてはまる

やや
あてはまる

やや
あてはまら

ない

あてはまら
ない

(n=494) 
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本研究において「学習の見通し」は、目標を意識したり、目標を達成するための手段を自分で考えた

りするなど、児童生徒自身が目標達成のために何をすればいいか分かることとし、目標設定と振り返り

の場面で活用できるシート（以下、振り返りシート）が必要だと考えた。 

各学校ごとに児童生徒の実態が異なるため、本研究会議で「振り返りシート」の必要な要素を考え、

それらを基にそれぞれの学校ごとに個別に作成した（表４）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：何ができるようになるか（ゴール、目標、向かうところ）が載っている  

▷ 自分で（選び）決めた目標の欄もある。 

２：今どこにいるのか、が分かる（今回の授業は、単元として何回目なのか。視覚的な支援が存在している。） 

▷ 「見通しをもつ」ことができるように、毎時間の目標と振り返りに連続性が生まれるようなレイアウトを採用。 

３：次回への（自分で決めた）目標の欄がある 

▷ それが次回、自分自身の「目標・めあて」になる。過去の（前回の）自分を意識して、授業を始めることができる。 

▷ 前回から今回にかけて、前回の授業を思い出すことにも使用できる。 

４：子ども自身で選ぶことができるシートである 

▷ 何を選んだのか把握できる（シートの種類はどれか／GIGA 端末を使用する／筆記する形式のもの） 
 

 

② 目標を意識する支援の工夫（言葉かけ・視覚化・共有化）： 【方策②】 

浅野ら（2025）は、「教師が児童に対し単元目標や本時目標を確認するよう促す言葉かけを意識的に行

うことで、児童が目標を意識して活動する場面が多く見られ、このような単元目標に向かう支援ができ

たことが、児童生徒が単元目標を意識して学習に取り組む姿につながった」14と報告している。本研究

においても、児童生徒が目標を意識しながら授業に参加し、教師は児童生徒が立てた目標を意識して支

援することを大切にする。 

目標を意識する支援の工夫について、本研究会議では「言葉かけ」「視覚化」「共有化」の３点につい

て、教師が意識し授業内での工夫をすることとした。目標を意識する「言葉かけ」については、授業の

はじめ、展開の場面、振り返りの場面と授業全体を通して、子どもが目標を意識したり、思い出したり

できるように教師が意図的に行った。「視覚化」については、目標を意識できるように板書を消さずに残

しておいたり、電子黒板を使ってスライドで提示したりするようにした。「共有化」については、授業の

最後にクラスメイトが立てた目標、できたところやできなかったところまでできるようになりたいと考

えたことなど、次の目標を伝え合う時間を設ける工夫をすることにした。 
 

 ③ 動機付けの工夫（効果的な目標設定と振り返りをするために）：【方策③】 

授業を考える際の視点として、児童生徒が効果的な目標設定と振り返りをするために、「どのような

動機付けが有効か」を検討した。目指すところは、「児童生徒一人一人が、どのように取り組むかという

ことを自分自身で選択ができる、自立した力を身に付けていく」ための視点である。 

浅野ら（2025）は、「児童生徒の意欲が高まったことで、単元の目標に向かって自らの学習をすすめて

いく姿が見られた」15と、見取ることができた児童生徒の姿にも言及している。 

研究会議においても、児童生徒が主体的に学ぶ姿を目指すうえで意欲や動機付けの重要性が話し合わ

れた。小学校特別支援学級においては、学習活動自体が楽しいものであったり、やってみたいと思われ

 
14 浅野英介「特別支援学級における児童生徒の自己調整する姿を求めて―「AAR の一枚」の活用と自立活動―」 

令和 6 年度研究紀要第 37 号 川崎市総合教育センター 2025 年 pp.53-72 
15 浅野英介「特別支援学級における児童生徒の自己調整する姿を求めて―「AAR の一枚」の活用と自立活動―」 

令和 6 年度研究紀要第 37 号 川崎市総合教育センター 2025 年 pp.53-72 

表４ 振り返りシートの要素  
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11/12 

 
11/19 

２ 

 
３ 
 

本時の予定の確認 

前時の振り返り（動画） 
本時のねらいの確認 
（２：その人の居場所を伝える） 

（３：その人の特徴を伝える） 
本時の目標設定 
活動 

本時の振り返り 
・・・ 
振り返りシート 

「本時の目標設定用のシート」 

・本時の予定を示し、活動の見通しをもてるようにする。【方策③】 

・導入で、前時の活動の様子を振り返る動画を提示する。【方策②】 
・本時の目標設定では、具体化した目標の選択肢を示す。【方策①、②】 
・活動では、最初に各自で問題作成に取り組んでから、順番に問題を出す役を

回すようにする。 
・ねらいに則した言い方、言葉を取り上げて価値付ける。【方策②】 
・振り返りでは、達成度やその理由の選択肢を示す。【方策①】 

・振り返りでは、根拠をもって振り返りを行えた児童の振り返りを取り上げ、
全体で共有する。【方策②】 
・次時のねらいを確認する。【方策③】 

☆本時のねらいに基づき、重要な情報の要素を用いて話したり、聞き取ったり
しているか。 
 

☆前時の取り組みをもとに、目標を自ら立てられているか。 
☆本時の取り組みをもとに、理由をもって振り返られているか。 

☆本時の取り組みをもとに、次はどうしたいかを考えられたか。 

11/26 ４ 本時の予定の確認 
前時の振り返り（動画） 
本時のねらいの確認 

（４：他の人と異なる特徴を選ん
で伝えよう） 
活動 

単元の振り返り 
・・・ 
振り返りシート 

「単元振り返り用のシート」 

・本時の予定を示し、活動の見通しをもてるようにする。【方策③】 
・導入で、前時の活動の様子を振り返る動画を提示する。【方策②】 
・本時のねらいを示す。【方策①、②】 

・活動では、最初に各自で問題作成に取り組んでから、順番に問題を出す役を
回すようにする。 
・ねらいに則した言い方、言葉を取り上げて価値付ける。【方策②】 

・振り返りでは、この単元の大事な知識や観点を示し、この単元でできるよう
になったことを振り返られるようにする。【方策①】 
・振り返りでは、根拠をもって単元の振り返りを行えた児童の考え方を取り上

げ、全体で共有する。【方策②】 
 

☆重要な情報を選択して話したり聞き取ったりしているか。 
☆前時の取り組みをもとに、目標を自ら立てられているか。 
☆これまでの単元での取り組みをもとに、理由をもって振り返られているか。 

☆これまでの単元での取り組みをもとに、これからどうしたいかを考えられた
か。 

 

⑤ 単元における児童生徒の実態  

・４年生：Ａさんについて 

友人や教師と会話する中で、本人自身が感じたことや考えたことを話し、質問したいことがあれば相

手に伝えて聞くことができる。自分の意見を伝えることはできる一方で、相手の意図を汲み取り、他者

の話を踏まえて自分の考えを伝えることは、これからの課題である。 
 

・５年生：Ｂさんについて 

 様々な友人に積極的に話しかける様子が見られる。授業中は、自分自身の思ったことや考えたことを

積極的に発言する一方で、他者の話を聞くことについては難しさをもっている。活動内容を個別に確認

し理解しながら、集団の中で自信をもって授業参加することを目指している。書いて相手に伝えること

は、これからの課題である。 

 

学習の見通しをもって主体的に学ぶ生徒の姿として、「前時の成果と本時のねらいを関連付けて、本

時の目標を設定したり、目標達成に向けて活動に取り組んだりしようとする姿」と「目標に関連するそ

の日のエピソードをもとに振り返ろうとしている姿」を仮定した。 

 

⑥ 方策について 

ア 振り返りシートの工夫（振り返りから目標設定の仕方にバリエーションをつける）：【方策①】 

主体的に取り組むための目標設定ができるよう、小学校特別支援学級では、授業の場面に応じて、シー

トを使い分けた。単元１時に使うシート「単元目標設定用のシート」と、単元２・３時で使う「本時の

目標設定用のシート」、単元の最後（４時）に使う「単元振り返り用のシート」の３種類である。 
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Ⅲ 研究のまとめ 

１ 研究から見えてきたこと 

（１）児童生徒の変容（仮説の検証）

本研究では「児童生徒が、単元目標に応じて個人の目標設定と振り返りをすることにより、学習の見

通しをもって主体的に学ぶことができる」という研究仮説のもと、市内小・中学校特別支援学級で実践

を行ってきた。 

ア 【方策①：振り返りシートの工夫】の視点から

小学校特別支援学級では選択肢を示したり、文言を可能な限り具体的にしたりと、取り組みやすくな

るようにした。何ができるようになるかをねらっているのかイメージしやすくした。教師は、「単元にお

ける重要な情報の要素は何かを事前に想定し整理したことで、児童が発した言葉に価値付けを行うこと

ができた」と語った。その工夫から教師も児童も共通認識をもちながら重要な情報を分かち合う姿が見

られた。中学校特別支援学級では、振り返りシートに自己評価を点数で記入することで、生徒が単元の

目標を意識しながら授業に取り組むことができ、振り返りの中で自らの課題を見つけ、自分自身で目標

を考えられるといった主体的な姿が見られた。教師は「生徒が自身の活動を評価し、課題をみつけて目

標を自分で考えることは、与えられた目標に取り組むよりも達成感を味わいやすいと感じた」と語った。 

加えて、前時の振り返りが次時の目標に直結する構造は、ワーキングメモリに課題を抱えやすい児童

生徒にとって、学習の文脈を維持するための有効な支援となっていた。また、児童生徒がGIGA端末を使っ

てシートに記入することを選択できるようにしたことで、書字が苦手な生徒であっても、学習の見通し 

をもって活動することができた。 

イ 【方策②：目標を意識する支援の工夫】の視点から

児童生徒が目標を意識できるように、小学校特別支援学級では、授業のはじめにその時間のねらいを

視覚的に示すことや、前時の活動の様子を動画で振り返る場面をつくり、その際に教師がよいポイント

を伝える支援を行った。中学校特別支援学級では、振り返りシートの中で単元を通して共通の目標を示

し、授業の終わりに自分自身の目標の達成度に対し、点数をつけ自己評価をする取り組みを行った。前

時までの振り返りシートを自分で確認し、本時の評価を記入する姿や、前時までの点数を超えようと、

目標を達成するための方策を考える姿が見られた。また、クラスメイトが立てた目標や達成状況に教師

と共に触れることで目標に対する視野を広げることが可能になった。これらの支援により、単元を通し

て目標を意識する姿が見られた。 

ウ 【方策③：動機付けの工夫】の視点から

発達段階に応じて、小学校特別支援学級では「ゲーム性や楽しさ」、中学校特別支援学級では「将来の

生活への有用性」を動機付けの核とした。小学校の実践では、児童同士でチームを組み、問題を創作し

出し合うという活動を取り入れたことで、前時では参加しなかったＢさんも取り組むことができた。 

単元の最初には、児童生徒の興味関心を引くための活動を考えたり、中学校特別支援学級においては

卒業後に求められる力について教師が説明をしたりしていたが、単元が進む中で、児童生徒が自身の立

てた目標を達成することや、前回までの自己評価よりも高い評価を書くことができるよう意識する姿が

見られた。これは、「外発的動機付け」から「内発的動機付け」に少しずつ移行したと考えられる。その
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目標、支援をその都度見直していくことを積み重ねていく教師の姿があった。これらは、児童生徒が目

標設定と振り返りをし、それを教師とも共有したからこそ生まれた、教師の指導や支援の変化だと考え

られた。 

 

２ 今後の課題 

（１）学習の見通しの段階について 

「児童生徒が、単元目標に応じて個人の目標設定と振り返りをすることにより、学習の見通しをもっ

て主体的に学ぶことができる」という研究仮説を立て実践を行ってきたが、小学校特別支援学級におい

ては、単元目標を意識することが難しく、本時のめあてを意識して取り組むことに留まる児童もいた。

その児童が時間をかけ、授業を重ねていくことによって、主体的に取り組む姿に変容するところまでは

今回の研究で追うことはできなかった。 

学習の見通しについては、単元全体を見据える段階や本時と次時とを関連して考える段階などが存在

すると考えられる。発達段階も含め丁寧に見取りながら、主体的に取り組む姿への変容と関連する段階

について、時間をかけて追っていく必要性が出てきた。小学校特別支援学級においては、中学校特別支

援学級よりも授業を重ねていくことで、単元を意識した取り組みに慣れていく可能性は、課題として

残った。実践期間を延ばし、引き続き検証することが必要である。 

児童生徒がどの段階の学習の見通しをもてているのか、また、次の段階の学習の見通しをもつための

手立てをどのように考えるのかを整理するためにも、特別支援教育における学習の見通しの段階につい

て、整理が必要だと考えられた。 

 

（２）主体的・対話的で深い学びの実現に向けて 

本研究に関しては、「学習の見通し」をキーワードに「児童生徒が、単元目標に応じて個人の目標設定

と振り返りをすることにより、学習の見通しをもって主体的に学ぶことができる」という研究仮説を立

て検証を行ってきた。個人の目標設定をする時間、学びを振り返る時間を設定することで、児童生徒自

身が次回への見通しと目標をもち、学びの蓄積と共に達成へと向かう姿を見取ることができた。 

中学校特別支援学級の実践の課題として、授業実践をした教師は「単元目標を達成する方法について、

生徒自身で考える機会」について言及していた。今回は生徒が設定した目標に対し、教師がその達成の

方法を助言し、機会を見て言葉かけを行ったが、単元の後半には、過去の振り返りシートを自ら参照す

るなど、自分自身で学びを調整する姿が見られた。今後、さらに主体的、対話的で深い学びの実現に向

かうには、児童生徒が目標を選択したり設定したりという段階から、自ら設定した目標を達成していく

方法を考えたり、多様な教材を用いてどこでどのように学ぶのかといった学び方を設定したりすること

を通して、より高度な自己調整の場面を作っていくことが課題となる。例えば、対話を通して児童生徒

と相談することが必要になるであろうし、自分のペースで学べたり、興味を追求できたりする場所があ

ることも必要になるかもしれない。従来の「教師が教え、児童生徒が受動的に学ぶ」というモデルから

「教師は環境を整備し、児童生徒が主体的に学ぶ」モデルへ移行していきながら、教師は児童生徒の実

態に応じて創意と工夫を繰り返していくことが求められる。今回の研究は、その実現へ一歩、近づくも

のである。 

児童生徒自身で舵取りをしていくための授業の在り方について、これからの実践の蓄積を期待したい。 
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最後に、研究を進めるにあたり、ご支援、ご助言をくださいました武富博文先生をはじめとした講師

の先生方、また、検証実践校の校長先生をはじめ学校教職員の皆様、アンケートにお答えいただいた市

内の特別支援学校・学級担任の先生方皆様に、心より感謝し厚く御礼申し上げます。 
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